シロクマの　クウ
　

シロクマの　クウは、もうすぐ二さい。きょうも　おかあさんといっしょに　さかなを　とる　れんしゅうです。

「あっ、にげられちゃった。ちっともうまく　いかないなぁ。」

「そおっと　ちかづいてから　とびこむのよ。」

「ねえ、おかあさんが　とってよ。」

「どの　こも　二さいに　なると、おかあさんと　はなれて、　ひとりで　くらすのよ。じぶんで　たべものを　とれないとこまるでしょう。」

「うん・・・・・・。わかった。こんどこそ、とって　みせるよ。」

つぎのひも、クウは　おかあさんと　さかなを　とりに　いきました。

「あっ、あそこに　おおきな　さかなが　いるぞ。それっ！」

しかし、さかなは　すぐに　にげて　しまいました。ちからいっぱい　おいかけますが、ちっとも　さかなが　つかまり　ません。

なんども　なんども　とろうと　しますが、一ぴきも　つかまえられません。だんだん　うでが　いたく　なってきました。

「あーあ・・・・・・。」

クウは　つかれて、とうとう　こおりの　うえに　すわりこんで　しまいました。

しばらくして、クウは　おかあさんが　
[image: image1.emf]こちらをみていることに　きが　つきました。

クウは、しばらく　かんがえていました。

「よし！」

クウは　たちあがると、ねらいをさだめて、ゆっくりと　さかなにちかづきました。そして、ちからいっぱい　とびこみました。

ザブーン

クウが　にぎった　てを　ひらいてみると、なんと　ねらった　さかながはいって　いるでは　ありませんか。
「やった、やったよ！」

その　ようすを　みて、
おかあさんは　にっこり　わらいました。

クウが　一にんまえに　なるのは、　もうすぐです。
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　内容項目　一―（二）
　　　　　出典　小学校道徳読み物資料集

（平成二十三年三月　文部科学省）
